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カシュガル・ホージャ家

アーフアーク統の活動の一端
一一一ヤーリング ・コレ クション Prov.219について一一一
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は じめに

l 本鶏本の基本構成

2 第3部分(c)rハーン・ホージャムのタズキラ』の内容と特徴
(1)構成

(2) 著作 年 ・著者

(3) 他史料の絞述との比較

(4) 絞速の傾向性

(5) 史料としての特徴

3 篤本全慢の性格について

おわりに

はじめに

トルコ系ムスリムの手になるチヤガタイ語等 トルコ系言語の窮本 (マニュス

クリプト)は，東トルキスタンの歴史 ・祉曾 ・文化を研究する上での最も基本

的な材料である。それらは世界的に散在しており ，近年その所在のあり方に閲

する情報がかなり明らかになり つつある。その中で，スウェーデンのルンド大

拳園書館に所戴される，いわゆるヤーリ ング ・コレクションは有数の史料群を

構成している(1)。本報告でとりあげるのは，このコレクシヨン中の Prov.219

(1) 20世紀前半期にカシュカルやヤルカンドで傍遁活動を行っていたスウェーデン停
遁圏の ミγショナリたちゃグンナ ・ヤーリング GunnarJ arringによってもたらさ
れたチャガタイ語，ペルシア諾，アラビア語などの鶏本・印刷物からなり，ヤーリ
ングにちなんでヤーリング ・コレクションと呼橋される。ヤーリングにより一通り
整理され，手書きの目録が作成されており，各文献には仮番競が付されているもの
の，いまだ正式に登録されているとは言い難い。新克康「スウェーデン所在東卜ル
キスタ ン関連資料についてJr内陸アジア史研究J11競， 1996年 ;Ekstr凸m，Per， 
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という番競の下に保存されているー窮本である (LundsUniversitetsbiblioteket， 

Gunnar Jarring Collection， Handskriftsavt， Prov.219.)。

この鶏本の特徴に閲して，一瞥して看取できるのは以下の黙である。第一に，

その形状・外観の濁自性である。4メートル以上に及ぶ巻き物状で(2) 金・

銀・朱・黄色で彩色が施されている。すなわち，複数人の前におけるプレゼン

テイション用に作成されたものである可能性が考えられる。第二に，印章が多

数押されていることから， ドキュメントである可能性が考えられる。第三に，

内容面に着目するならば，登場する人名等から一見して，いわゆるカシュガ

ル・ホージャ家，就中アーフアーク統 (λf亙qrya)に開わるものであることが

窺われる，という 3貼である。周知のように，カシュガル・ホージャ家は17世

紀から19世紀の東トルキスタンの歴史上，政治・宗教面において大きな位置を

占めていた(3)。とくにトルコ系ムスリム住民が主躍的な政治的活動を行う場合，

必ずと言ってよいほどそれに閥輿し， 一定の役割を果たしてきた。しかし，カ

シュカル ・ホージャ家に関わる一次史料は少ないと言わざるを得なし、とくに

文書史料は，管見の及ぶ限りにおいては希であり，かつ従来ほとんど研究が矯

されていない。

“A Note on the Jarring Collection of Eastern Turki and other Oriental 

Manuscripts in Lund University Library"， TURCICA ET ORIENTALIA: 
St吋iesin hor.刷 γ 01GUNNAR JARRING on his叩htiethbiγthday 12 October 
198スStockholm，1988， pp. 187-204を参照。
(2) 省史料のように巻物の形態をとった文献は東トルキスタ ンでは稀見である。管見

の及ぶ|浪りでは現在新瑳維吾爾自治区市土舎科拳院圃書館(烏魯木斉)に Bahral 
nasab (i系園の海 (or大河)J) と題する巻物の怪裁をとった文献が所殺されてお
り(配架番競3113)，内容はやはり白山汲ホージャの系園であるが，嘗史料にある

ようなファトワーやタズキラは記殺されていない。菅原純「創出される「ウイグル

民族文化J- rウイグル古典文撃」の復興と墓廟の「後見J-J rアジア遊撃』第
l 競， 1999年， pp. 83-84では「系園のJllJというタイトルで Bahral-nasabに
ついて言及している。

(3) カシユガル・ホージャ家には，イスハーク ・ワリー Is~aq WalTを始租とする
黒山i辰(Is~aqTya) と， イー シャ ーニ・カラーン Îshan-i Kal亙nことムハンマド・
アミ ーンMuhammadAmTnを始粗とする白山汲(Ishanlya) という 2系統があり，
とくに黒山汲と，白山汲のー振であるアーフアーク統とは，東トルキスタンにおけ

る政治的主導権をめぐって封立的な関係に立っていた。詳しくは，小松久男編 『中

央ユーラシア史1. 山川出版枇，2000年， pp. 302-305;羽田明 『中央アジア史研

究1. 臨川書庖， 1982年， pp. 1-48;嶋田委平「アルティ・シャフルの和車と汗とJ
『東洋拳報.134: 1・2・3・4.1952年， pp. 103-131を参照。
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そこで本報告では，ユニークな相貌をもっ本窮本の全容を紹介し，その史料

としての性格について検討することを通して，東トルキスタンの歴史的アスペ

クトのー断面にアプローチするための材料を提供したいと考える。具骨豊的な手

順としては，まず窮本全瞳の基本的な構成を明らかにし，主要な 3つの部分に

関する解説を施した上で，それ自躍が濁自な著作としてとらえられる第3部分

をとりあげ，その史料としての内容と特徴を検討する。最後に，これらを基礎

としながら，本潟本の性格づけを試みたい。

本寓本の基本構成

本窮本は， 10枚の紙を張り合わせた巻き物状で，幅が295mm，長さ4，300mmと

いうサイズをもっている。ヤーリングの作成した手書きの目録によれば，ルン

ド大撃園書館における東トルキスタン関連コレクション中のドキュメント史料

の相嘗部分は，スウェーデン惇遁圏(41のメンバーであったグスタフ・ラケット

Gustav Raq uette(51により入手されたものであり，本寓本にも同様の注記があ

る。したがって，入手地はそのラケットが駐在していたカシュガルあるいはヤ

ルカンドである可能性が高u、しかし，具躍的な入手先については不明で、ある。

本寓本の基本的な構成は以下のようになっている。

主韓部分は， (A) IファトワーJ，(8) rハーン・ホージャムの系譜の書 CHadrat
Khiln Khwiljam Pildshah qadus smγa rl1qZaバningnisbat nilma surrfyaZa門)l (c) rハー
ン・ホージャムのタスキラ CTadhkira-i Khan Khwiljam) jという 3つの部分に大別

される。第 2部分と第 3部分については，題目がそれぞれ記されている。本躍

の周園に嘗たる部分には，ヘッダーに嘗たる箇所.(D)に印章が押され，また右脇

の部分(E)には「アーヤト Cayat クルアーンの一節)Jあるいは「ハデイース」と

(4) スウェーデン傍遁園の活動については， Hultvall， ].， Mission och revoZutioη1  

CentraZasien. Svenska Missionsforbundeぉ mission ! Ostturkestan 1892-1938， 

Stockholm， 1981 を参照。
(5) ラケットは，東トルキスタンの言語・歴史に造詣が深く，自己が牧集した文書の

一部を紹介しているほか，歴史に閲する解説も残している CPaobanade stigar， 

Stockholm， 1917， pp. 43-65)。
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(A)ファトワー

. 2 -3行ごと横線で直切られた22のセクショ

ンからなる。

9つの「ハデイース」の引用(アラビア語+

トルコ語)

・要旨:Muhammadの子孫を無線件に象重し，

これに奉仕することを求める。

ープハーリーの『サヒー7J等の文献に依搬し
て告かれたと明記。しかし『サヒープ』をは

じめとする著名なハデイース集にはそれに相

賞するハディースはなし:fJlI作ハデイースか

(B)fハーン・ホージャムたちの系譜の書』

(1)第一部分

→ 72個の図の中に人名，詩，アーヤトもしく

はハディースと稽せられるものが曾かれてあ

る。

1 -13・'A1Tから Makhd日m・iA‘zamに至る血

統

14，15 : Khwaja Hidayat Allah Afaq 

16-20 : Satnq Bughra Khanおよびカラハン朝

のハーンたち

21・24: Burhan al.DTn Khwajaとその闘係者

24-29 : Burhan al-DTn Khwajaを稀える詩→タ

ズキラ部分と封P.Jli

29-34・KhwaJaDaniyalにいたる IstaqTyaの

血統

34-39 Burhan al-DTn Khwaja以降のアー 7

アーク統の血統

40-45 : 5':白

45-55 : iアーヤト」
56-72 : rハディース」
Makhdnm-i A‘zamに至る系譜部分は他の史

料 (Tadhkira.，‘'azfztJn， f欽定西域同文志J
等)の記述に一致。

(2)第二部分

大岡:預言者Mutammadとカリフ， 12イマー

ム

小阻:預言者Muhammadとその近親者

周透東トJレキスタンで著名なイスラーム聖者

たち等

→ (al歴史上のスー7イー， (b)各イスラーム法

~ì厄の始租， (c)12イマーム， (dlイランの鯨
~的英雄， (elカラハン朝の諸王+改宗僻説に

登場する聖者等。

。東トJレキスタンにおけるムスリムの精榊世界

の一端を垣間見せる。

園1.Prov.219見取り回

一-36ーー

(0)印章

篤本のヘッダーの部分，

右側の聖句を記した部

分，そしてイスラーム

聖者の名前を記したセ

クションの下の部分な

どに45個押されている。

その中には重複するも

の(複敏回押されたも

の)もあり，使用され

た印宣言の倣は30。

・一部愛国1)的な押印→押

印後に文言が記入され

る

印章に裏~まれた人名

同定困難。

・年波の刻印→本潟本の

成立はヒジュラ暦1258

年(西暦1842/43年)

以降

(E)fアーヤ卜Jと「ハデ
イースJ

(C)fハーン・ホージャムj

. 3 -5行ごと繊線で直

切られた31のセクショ

ンからなる。

・18世紀中業に活動した

Khan Khwajamこと

Burhan al-DTn KhwaJa 

(1ー1759)の物語。

-散文ー韻文の混合され

た文値。

行法:295mmX4300mm  
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稽されるものがアラビア語とトルコ語で書かれている。以下に，闘 l

(Prov219見取り園)に基づきつつ，主程的な 3部分について説明する。

第一部分の(A)ファトワーは 2-3行ごとに横線で直切られており，その直輩

をセクシヨンと呼稽すると22のセクションからなっている。そのセクシヨンの

匡切りと内容の釘感性は無い。 9つの「ハディース」の引用からなってお り，

アラビア語，その下にそのトルコ語誇が併記されている。一部を掲げてみよう。

預言者閣下(彼に平安がありますように)は次のように仰せられた， ["主主

敬せよ，我が敬慶なる子孫たちを。主主敬せよ，我が敬慶なる子孫たちを。

彼らを隼敬せよ，紳 Ckhuda.-yita'a.la.)のために。私の無知蒙昧なる子孫た

ちを主主敬せよ，私のために，そして私に釣する掌敬のためにJと。(6)

預言者閣下(彼に卒安がありますように)は次のように仰せられた， ["無

知なる [ひとりの]聖育は70人の筆者にまさる。いかにその人が淫らな人

物であったとしても，聖商を侮辱 ・軽蔑しなければ，そしてそうした態度

を40年保つのであれば，彼の不信仰は泊、え去る。見よ， [異数徒 ・不信仰

者への]罰は過酷であり，それから逃れることはできない」と。(7)

嘗該部分は，ムハンマドの子孫を無係件に隼重し，これに奉仕することを求め

る，という内容をもっている。

9つの「ハディース」が掲げられた後の記載として，この「ファトワーJが

ブハーリ-Bukhi1riの『サヒーフ SahihJ等に基づいて書かれたと記されて

いる。しかし，少なくともブハーリーのハディース集にはこれらに該嘗するも

のは見いだせない(8)。また，いくつかの著名なハディース集にも見あたらず，(9)

傷作であるという疑いを拭いきれない。

第2部分の(B)rハーン・ホージャムの系譜の書』は，形態面からも内容面か
らも， (1)前半部の同一サイズの固が並んだ中に人名等が書かれている部分と，

(6) Prov.219， Aのセクション7-8。
(7) Prov.219， B(l)の園10-11。
(8) 牧野信也誇『ハディース ーイスラーム停承集成』全 3巻，中央公論語土，

1993-94年。
(9)例えば磯崎定基 (他)誇 『日誇サヒーフムスリム 』全3轡，日本サウデイアラ
ビア協曾， 1987年など。
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(2)大園・小園およびその周園のおびただしい数の人名部分，という こつに分け

て考えることができる。

(1)前宇部には， 72個の園の中に人名，詩，アーヤト.ハデイースと稽せられ

るものが書かれている。その構成は以下のようになっている。なお，固の番競

は右上の固を lとし，以下左に 2，3， 4，次に 1の下の園を 5とし，左に 6，

7， 8，以下同様に72まで番競をふることとする。

1-13 :アリ-'AIIからマフドゥーミ・アーザム Makhdl1m-iA'zamに

至る血統

14，15 ホージャ・ヒダーヤト・アッラー・アーフアーク Khwaja

Hid亙yatAllah Afaq 

16-20 :サトゥーク・ブグラーーハーン Satl1qBughra Khanらカラハン

朝のハーンたち

21-24 :ブルハーン・アツデ、イーン・ホージャ Burhanal-Dln Khw亙Ja

(=Khan Khwaja)とその関係者

24-29 :ブルハーン・ア ッディーン ・ホージャを稀える詩

29-34 :ホージャ・夕、、ーニヤール Khw亙jaD亙niyalにいたる黒山振の血統

34-39 :ブルハーン・アッディーン・ホージャ以降のアーフアーク統の血

統

40-45 :空白

45-55 : Iアーヤト j

56-72 : Iハディースj

最初のマフドゥーミ・アーザムへと繋がる系譜の部分は，他の関連史料，たと

えば『タズキラ・イ・アズィーザーン (Mu~ammad $adiq K亙shgharI，Tadhkira-i 

'azizan.) .J(lO)などにおける記述と一致している。

第2部分の(2)後宇部には，預言者ムハンマドと，正統カリフおよび12イマー

ムのうちの一部の名前が書かれた大圏，その下に預言者ムハンマドとその近親

(10) 本稿では，主に BodleianLibrary， Ms.Turk， D.20窮本を用いる。歴史文献と
しての嘗史料の性格については津田稔 iWタズキラ・イ・ホージャガーンJ研究に
ついての覚書J，r帝塚山拳院短期大挙研究年報.139競， 1991年， pp. 1-15参照。
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者たちの名が書かれた小園があり，この二つの圏を取り園むように，歴史上の

スーフィー，各イスラーム法拳汲の始祖， 12イマーム，イラ ンの傍説的英雄，

カラハン朝の諸王とその改宗傍説に登場する聖者など，東トルキスタンにおい

て著名な存在であることがわかっているイスラーム聖者たちを中心に，多数の

人名が列参されている。この部分からは，首時の東トルキスタンにおけるムス

リムの精神世界の一端を垣間見ることができるのではないかと思われる。

第3部分として， (C) rハーン・ホージャムのタズキラ』が配置されている。
この部分は固 1にもあるように， 3 -5行ごとに横線によって直切られている。

その 3-5行ごとの直董をセクションと呼稀すると， 31のセクションからなっ

ている。セクションの直分と内容における直分との釘懸性はない。内容的には，

18世紀中葉に活動したカシュガル・ホージャ家アーフアーク統のホージャであ

るブルハーン ・アツデイーン・ホージャ Burhanal-Dln Khw亙Jaの生涯が，

散文・韻文の混合された文健で叙述されている。このタズキラについては次章

で検討する。

以上が本龍部分である。

本龍の外にある部分については，まず本龍部分の右側に「アーヤト!と「ハ

ディース」と稽される文言が記されている。首該部分の一番末尾に記された部

分には，

預言者閣下(彼に平安がありますように)は次のように仰せられた， I隼

敬せよ，私の子孫たちを。私の子孫はまことに偉大である。もし彼 (=聖

喬)が敬慶かっ幸幅であれば，彼らを隼敬せよ，私のために。たとえ彼が

淫蕩者であっても，やはり彼らを重量敬せよ，私のために，私に釘する寧敬

のために!Jと。U1)

とあり，この絞速からもわかるように，ムハンマドの子孫は偉大であるから寧

重せよという端的な主張が繰り返されている。すなわち，第l部分の「ファト

ワーJと重複する内容をもっていると言える。

残る印章については，寓本のヘッダーの部分(D)，右側の部分(E)，そしてイス

ラーム聖者の名前を記した第二部分(B)の最下部などに，絶、計45個押されている。

(11) Prov.219， E 
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その中には重複するものが含まれており，使用されている印章の数は30である。

印章に刻まれた人名は，残念ながらいずれも他史料を参照しでも同定できない

人名ばかりである。他方，一部の印章に年競の刻まれているものが見られ，一

つは1243年(西暦1827/28年)，いま一つは1258年 (西暦1842/43年)と讃むことがで

きる。したがって，本窮本はヒジュラ暦1258年以降に作成されたと考えられる。

2 第3部分(c)rハーン・ホージャムのタズキラ』の内容と特徴

このタズキラにおいて絞述封象となっている「ハーン・ホージャム(我が

ハーン・ホージャ)Jというのは， 18世紀中葉に活動したカシユガル ・ホージャ

家アーフアーク統のホージャ.ブルハーン ・アッデイーン・ホージャ Burhan

al-Drn Khwajaを指している。この人物は，まず，ジュンガル勢力による幽

囚朕態から解放された後，ジュンガル勢力の管理下においてヤルカンドを中心

に政権を維持していたイスハーク統のホージャたちと戦闘を行ってその勢力を

一掃し，権力を掌握した。しかし，その後，ジュンガル勢力を滅ぼしてこの地

域へと進出してきた清朝と針立し，到来した清朝軍事力に釘して抵抗したもの

の，結局抗しきれずにバダフシャンに逃走して死亡したことで知られるω。す

なわち，清朝による東トルキスタンの征服という重大な歴史的事件の中で，ム

スリム勢力側の主要な首事者として重要な役割を果たした人物であると言える。

本章では，このタズキラを濁立した一つの史料としてとらえ，その構成，史

料としての信悪性，内容の傾向について検討した上で，史料としての性格を明

らかにするよう試みたい。

(1)構成

本タズキラの基本的な構成は，時間的な経過に従ってブルハーン・ア ッデ

イーン・ホージャの活動・事績を絞遮するというスタイルをとっている。大き

(l~ 詳しくは， XO/pKaeB， A.， [JUHCK仰 H.MnepUJI. U BOCmO'tHbtU TypKecmaH 6 
XVIlI6.， TaWKeHT:φAH， 1991， c.66-97 ;佐口透『十八一十九世紀東トルキスタ
ン枇曾史研究.J， 吉川弘文館， 1963年， pp. 39-80を参照。
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く分けると，以下のような 6部分から構成されると考えられる。

S.1-5 アダム Adam，ムハンマド Muhammadにはじまり，マフドゥー

ミ・アーザムー白山汲ホージャの聖者に針する賛辞。

S.6-19 ジュンガルに幽囚されていたブルハーン・ア ッデイーン ・ホージ

ャがイリ(原文Ila)をでてヤルカンドに行き，のち清朝軍と戦闘の末，

パダフシャンに至りその地で殺害されるまで，時間経過に沿う形での絞述。

S.19-21 ブルハーン・ア ツデイーン・ホージヤへの非難に釘する反駁

S.21-24 殉数者(アリー・ホージャム 'A1TKhwajam，アブドウル・カリーム

‘Abd al-KarTm，ブルハーン・アッディーン・ホージャ， トゥーラク Tulak)たち

への回想

S.25-29 パダフシャン人に釘する嫌悪感の表明

S.30-31 ブルハーン ・ア ッデイーン・ホージャの埋葬地についての絞述

ーマフドゥーミ・アーザムの子孫中の王の数など

(2) 著作年・著者

首該タズキラをある程度の濁立性を有する一つの著作としてとらえるとして，

その著作年は記されていない。セクション 5に ブルハーン・アッデイーン・

ホージヤの弟であるホージャ・ジャハーン KhwajaJahanの孫で， 1826年か

ら27年に亡命先のコーカンド・ハーン園領から清朝領のカシュガル方面に侵入

したジャハーンギール・ホージャ JahangTr Khw亙Jaが，殉教者として登場す

る記載が見られる。 したがって，本タズキラ部分の成立年は1828年以降であろ

うと思われる。

このタズキラの著者は特定できないが，以下のように，ブルハーン・アッデ

イーン・ホージャについて物語ったとされるユースフ Yasufという人物への

言及がある。

さて，歴史は Yusufという者も任命する。聖喬 KhanKhw互Jamを物語

った，大挙者 Yusufという者は。私たちは Khw亙Jamの魂からよい知ら

せを受け取った。 さて，歴史は大挙者 Yasuf という者を任命した。(J~

(13) Prov.219， Cのセク ション190
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おそらくはこのユースフと言う人物が，著者ないしは情報提供者である可能性

がある。また，この部分の後に，

Balkh， Baghd亙d，B ukhara， R百m，Sham， Isfahan，果ては Thamarqand，

Khojand， AndIjan，そして Marghilan，Hindustanの諸市， Kabul， 

Shamと「世界の町」こと Kharizm(= Khorezm)の町， lran， Misr及び

Hamadanで書かれた宗数書から私は44の書を事んだ。賢者たちの手にな

る30書を私は詩 (nazm)に作った。老いることは私の幸幅である。私は奏

を振っ て賭けを篤した。U~

とあり，第 1人稽で自分が拳識をもつことを誇示するこの部分も，著者自身に

関する紋遮である可能性がある。しかし，この著者を特定の歴史的な文脈の中

に位置づけることはできないσ

(3) 他史料の叙述との比較

次に，ブルハーン・ア ツディーン・ホージャの活動の経緯についての叙速に

おいて，それが他の史料から窺われる事賓関係とどの程度釣鷹しているのか，

という賄について検討してみる。

まず，立場はまったく異なるものの，同時期の状況，諸事件について詳細な

絞遮をもっ清朝史料に着目する。『欽定卒定準鴫爾方略』における諸事件の記

事を時系列に沿って並べ，それと本タズキラの該嘗する部分とを封嬢させたの

が，下記の表である。

表 『欽定平定準鳴爾方略』とProv.219との記事封照表

中園暦
西見書 『欽定卒定準鳴爾方自告』記事 老妻 葉

Prov .219 (c) 
(乾隆) 警fR察部分
20.4.8 1755.5.18 j青箪，ホージャ兄弟を解放 10 35r-36r セクション

6-7 

班第(定北将軍)，阿卜都伯克 14 37r 
(‘Abd Wab)の建言に基づきホー
ジャ兄弟をカシュガル，ヤルカン
ド勢力に針抗するため汲遣するこ
とを決定・報告。

(14) Prov.219， Cのセク ション25。

- 42-



542 

22.3. 1757.4-5 ホージャ兄弟の「反乱j，クチヤに 39 27r-28r 
て勃後。副都統阿敏道らを殺害す。

23.4.16-7 1758.5.23-4 j青箪カフ ・シャフルに到達。 55 07r-08v セクション
10 

23.6.18 1758.7.22 サイラムのベク下司瓜斯伯凱(Awaz 58 20r-v 
Beg?)，ホジャ側のベク。阿旦('A1T)
を捕えi青軍側に投降を表明。

23.8.6 1758.9.7 クチャ降伏。阿卜都克靭J木(‘Abd 60 23r-26v セクション
al.KarIm)は逃亡。奮伯克の阿済 11-12 

('AZTU)は清軍に阿卜都克勤木の

妻子を献ず。ほか，捕虜多数。

23.8.20 1758.9.21 アクスの頭目毛投阿鳴爾(MulJ亙 61 23v-24r 
λsh百r)ら投降を申し出る。

23.8.29 1758.9.30 ウシュ， i青軍に蹄l順。答集斯伯克 62 11r-13v 
(Khwaja ST [r] Beg)，子の呼岱
巴爾鳴(Khud亙 BerdT)を汲遣し清
箪に蹄!順を表明。

23.10.13 1758.11.13 靖逆将軍納穆礼爾，ヤルカンド攻 65 1r-3r 
略戦の中戦死。

23.10.13 1758.11.13 通古斯魯克 (Tungazlaq)の曾戦 68 12r-v セクション
(118まで) ['賊20000jvs ['清箪 12-14 

1000j。

23.11.5 1758.12.05 ホタン， i青軍に蹄順。 65 15r-17r 

23.11. 26 1758.12.26 ヤルカンドの賊郭斯鴫(‘Othman)， 67 20v-21r 
塞頗爾(Sabar)など賊600自主，姶疎t
恰什(QaraQash) 額里斉(IlIchI)
聞に出j交・交戦。

23.12.3 1759.1.1 (i青軍の到来を受けて)布羅泥都 66 20v-22v 
(Burhan al.Dτn)はカシュガルよ
り歩兵5000人とともにヤルカンド
支援に到来。蚕集占 (Khw亙Ja
Jahan)の軍と合流し i青軍と交戦。
30吉宗日清軍を包園。

23.12.4 1759.1.2 音子赫徳，アクスより 3500の兵を率 68 7v 
い巴爾楚克(Barchuq)に到達。

24.1.6-10 1759.2.3 j青箪， 呼爾涌ーにて賊と交戦。布羅 68 8r-12r 
泥都は負傷，カシュガルに蹄還。

24.6.2 1759.6.26 答集占，ヤルカンド股出。 75 21v-22r 

1759.7 阿卜都伯克，布羅泥都の命令でウ 74 31 v-32r 
シュに 「逃往」。

24.6.27 1759.7.21 布羅泥都，カシュガル脱出。 74 26r 

24.7.28 1759.8.20. ホージャ兄弟，バダフシャン到達。 79 17v-19r セクション
(→素坦沙(SultanShah)の命令に 17-19 

より数日後殺害さる。)
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これに基づくならば， r欽定平定準鴫爾方略Jから得られる事賓関係の経過と，
タズキラにおける各事件の経過の紋遮は，諸事件の時系列における順序におし通

て相互に矛盾がない。

また，このような釘態性は，重要事件の内容面における絞速についても見て

とることができる。嘗該タズキラでは，異教徒である清朝との戟いの中でとく

に印象的な事件として取り上げられているトゥーングーズルーク

(Tunguzl問)仰の戦いに閲して，具龍的な戦術にまつわる情報が含まれている。

すなわち，

Qaray百19hunの平原で異教徒を撃破した， Khan Khw亙Jamは。 93日開戦

闘をおこない， Tunguzluqで宿営した， Khan Khwajamは。 B亙yNa写ar

の園で砦を築いた， Khan Khw互j丘m は。その周園に濠 (khandak[sic.])を

掘り異教徒を水攻めにした， Kh亙nKhw互Jamは。 Chlnkhaqan (チーンの

ハーカーン)凶の軍隊を威座するならば，よいであろう!6000人の異数徒を

率いて来た， N亙rChangchung Khitayが。 600人の異教徒とともに来た，

さらに ShlrGhalday Khanが。 [Khw亙Jamは]言った， rこの矢筒より
矢を取れ，私は撃とう」と。 Ghald亙yの生首を ChaharS百に吊るすな

ら1;;f'，よいであろう Iu-n 

とあり，ここでブルハーン・アツディーン・ホージャらムスリム勢力側は，要

塞を構築し，壕を掘り，清朝軍を水攻めにしたことがわかる。このトングズル

クの戦いは，清朝側にとっても重要な事件の一つであったらしく， 1青朝史料に

おいて一定のスペースを割いて絞速されている。『欽定卒定準鳴爾方略』には，

昨年(=乾隆23年)10月13日，兵を率いて通古斯魯克 (Tunguzluq)に至り，

そこで騎馬および徒歩の賊軍20000絵人と遭遇した。私たち清朝軍は1000

絵人であり，河を渡った者は僅かに500絵名であった。奮戦したものの馬

が疲弊したため，賊軍に前を遮られ包闇された。そこで立て龍もって

回 Stein，Sir Aurel， Innermost Asia : detailed report of explorations in Central 
Asia， Kansu， and Eastern Iran carried out and described under the orders of 

H.M.lndian Goverηment， (reprint) New Delhi， 1981の Map(YARKAND: Sheet 
No.ll， 4-B)に Tonguzlukという地名が見られる。
同清朝皇帝を指すものと考えられる。
(1司 Prov.219， Cのセクション13-14。
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防御した。賊軍は今度は濠を掘って立ち塞がり，双方譲らなかった。この

まま 3ヶ月が経過し，その聞に董夜戦闘を行った。賊軍は初め私たちの軍

替を水攻めにしたが，これに針し私たちはただちに濠を掘って排水した。

葦で身を隠しながら侵入してくる敵に釘しては 火を用いて焼いた。また

溝を掘って身を伏せて前進してくる敵に針しては，高いところから攻撃し

て撃退した。本年正月 8日，北面に銃撃を聞き，援軍が到来したと考え，

夜陰に乗じ即座に兵1000徐名を選び，攻城用の高梯子を用意し，雨面から

攻撃した。私たちは賊の軍告を焼き討ち， 1000絵人を殺傷し， 50絵人を生

け捕りにし，多くの軍旗・兵器を獲得した。同

とあり，ブルハーン・アツデイーン・ホージャらが壕を掘って釘抗し，清軍に

水攻めを行ったという貼に閲して，タズキラの絞述と合致している。また銅版

重『乾隆帝準回爾部卒定得勝園』においては，この戦闘の描寓に一葉が割かれ

ている (園2参照)。側

他史料との封照においてもうひとつ注目される勲は，ブルハーン・アッデ

イーン・ホージャに従ったベグやアホンとして嘗タスキラに登場する人物名の

かなりの部分が，やはり清朝史料や， rタズキラ・イ・アズィーザーン』に見
られる人物名と合致するということである。とくに， Prov.219にアブドー

ワーブ ‘AbdWabという名で現れる人物については，その事績も含めた釘感

性を見いだせる。Prov.219篤本においてアブド・ワープは，重要な場面で 3

回登場する。一つは，ブルハーン・アッデイーン・ホージャがイリからカシュ

ガル及びヤルカンド方面に向かつて出費する際の叙述として，

[Khan Khw亙Jamは] ZIba とお出になった， Ila という地を。‘Abd

Wめが来て言った， I私の命である Khw互Jamよ，イスラームを矯して

下さい，おお私の信仰の光よjと。Khwajamが到る所でイスラームを篤

し， Y亙rkandに向かわれるならば， よいであろう仰

とあるほか， 1青軍が到来した際の状況として，

(1司 『欽定卒定準鳴爾方略正編.]，巻68，pp. 12r-13r 
(19) r乾隆帝準回爾部卒定得勝園.1.東洋文庫所蔵 (III/9-B/869)，foLl8 (1通古恩
魯克之戦J)
(20) Prov.219， Cのセクション6-7。
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圃2 r乾隆帝準回爾部卒定得勝国Jに描かれた「遁古恩魯克(Tung包zluq)の戦い」
(東洋文庫所蔵)

lashkar-i Chrn (チーンの軍隊)が来て， Y亙rkandを包圏した。ホージャ

ムは我々を保護し，力づけた。‘AbdWl'lbが心配そうにその場にやって来

て申し上げた， ["ああ，ホージャム様。異数徒を殺すことは報われる債値

のあるよい仕事です。もし我々が Chrnkhaqan (チーンのハーカーン)の

軍隊に猛威を示すならば，それはよいことでしょう」と。ω

とあり，ホージャに親しく助言を奥える重要な立場の人間として描寓されてい

る。また，ホージャが清軍との戦闘で敗北した際の記述として，

Khwan [sic.] Khwajamは退いた， Bugllrから， T亙ghlIq‘OthmanBeg 

とともに。 Khw亙JaιAzrzより手紙が来た，かの Mu‘写affar[sic.] Begと

ともにo 'Abd W互bBegは嘆いて言った， i私は死ぬ，私の信仰とともに。

私は私の信仰を遣えることはない，私の信仰の強さとともにJと。 Khd.n

Khw亙jamのような人を最後の審判で見るならば，よいであろう!凶

とあり，ホージャに封する厚い信仰心に基づく態度が強調されている。このよ

うに，本タズキラにおいて，ブルハーン・アツディーン・ホージャに針して忠

(21) Prov.219， Cのセクション100
凶 Prov.219，Cのセクション11。
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賓な，いわば側近的な存在として，アブド・ワーブに重要な役回りが輿えられ

ていることは関連いないn

他史料においても， Prov.219窮本に登場するアブド・ワーブと同一人と思

われる人物が，嘗時の事態の展開に直接関興した ブルハーン・アッデイー

ン・ホージャ寄りの有力者として， しばしば言及されている。たとえば， r欽
定卒定準鳴爾方略』によれば，定北将軍班第の奏として，清朝によるジユンガ

ルの撃滅後，アブド・ベグ(阿卜都伯克)と呼ばれるアクスのハーキム (知事)

が，清朝に釘し，黒山汲ホージャたちの支配下にあるカシュガルとヤルカンド

の勢力に釣抗させるために 白山汲のブルハーン・ア ツデイーン・ホージャ

(波羅泥都)とその弟のホージャ・ジャハーン(塞集占)を清軍とともに汲遣す

べきであると，清朝側に助言したという闘が このアブドーベグはアブド・

ワープであった可能性が高い。その後 ブルハーン・アッディーン・ホージャ

らが東トルキスタンにおける統治権をめぐって黒山汲ホージャたちと戦いを行

った段階における『タズキラ・イ・アズィーザーン』の記述においては，やは

りアクスのハーキムであるアブドウル・ワッハーブ・ベグ ζAbdal-Wahhab 

Begという人物が，ブルハーン・ア ッデイーン・ホージャの側近として重要

な役割を果たしていた人物として絞速されている例。 清朝史料によれば，ブル

ハーン・アツデイーン・ホージャによる黒山汲ホージャに釘する勝利と政権の

掌握後，アブド・ワーブ(阿布都瓜卜)はヤルカンドの「ベグ(伯克)Jに任命

された闘が?ブルハーン・アツデイーン・ホージャが清軍との戦闘に敗れると，

ブルハーン・アッデイーン・ホージャの指示によってフルハーン・アッデイー

ン・ホージャから離れ，ウシュに向かったと言われるω。このように，アブ

ド・ワーブがブルハーン・ア ッデイーン・ホージャときわめて親しい開係にあ

り，ブルハーン・アッディーン・ホージャの活動に閥わる事態の推移の各段階

において額著な役割を演じてきたことは確賓である。そしてそのことは，

Prov.219寓本の記述と合致すると言えるであろう。

凶 『欽定卒定準鴎爾方略』巻14，pp. 37r-38r。
凶 MartinHartmann， Der lslamische Orient， Band 1， Berlin， 1905， pp. 259-270。

闘 『欽定卒定準喝爾方略』谷61，27v-28r。

凶 『欽定平定準鳴爾方略J巻74，3lr-32r。
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このほか，宗敬指導者たちについても，同名の人物が見いだされる。たとえ

ば， rまちへ彼らは Sang(< Sang bazar)より来た， Saqal $口fum[sic.]， 
Nu与ratλkhund，Bara't [sic.] Akh百ndQul， Mulla Nawruz， Mull亙‘AZIz

λkhロnd，Mull亙QutlughSaq亙lλkhundo 6人のアホン[すなわち] YengI 

Baghの花たち。[これに釣し]鳴いた， Chah亙rBaghのナイチンゲール

(bulbul)たちは。」例というアホンに閲する記述がある。他方， rタズキラ ・
イ・アズィーザーン』には，黒山汲ホージャたちの使者がブルハーン ・アツデ

イーン ・ホージャらの陣昔を訪ねた際の状況として，

さて，この[黒山汲 Khw亙jaYusuf からの]手紙を もって側近たちは

使者となって出費した。そして手紙を届けて Khw亙jaSτ[Beg] に曾見

した。Khw互jaSIは使者たちを連れて外に出た。彼らは行って，次のよ

うなものを見た。(そこでは)テ ントが設菅されていた。そしてその兵士

たちは， Qalm亙q，λlud，Khit亙yらが混ざっており，若干いたムスリム

たちは，その様子やすべての言葉がまるで異教徒のように見受けられた。

(中略)彼らは娯祭に興じていた。幕の中心には械訟の上に Khdja[sic.] 

Burhan al-DIn [b.J Khdja [sic.] A~mad が座っていた。(中略) [Burhan 

al-Dlnの左右に座を占めていた]人々は以下の通りである:Kashghar 

か ら 邪悪な Mu~ammad lmln Beg，その息子 ‘Abd al -Ra~man Beg， 

Yusuf Beg，その兄弟 ‘AbdSattar Beg， Musa Beg， Khuday亙rBeg， 

その息子 Muhammadlmln Bego Y亙rkandから QarghalIqのハーキム

Mirza [sic.] Niy亙zBeg，その息子 Mir[sic.]‘Awacl Beg， Daulat 

Khw互jao Aqs百のハーキム ‘Abdal-Wahh亙bBeg (‘Abd Wab)，その弟

‘Umar Beg，その息子 ‘AbdSattar Beg，‘Abd al-Khaliq Beg。さらに

Aqsuのベグたちと Ushのハーキム Khdja[sic.] SI Beg，その息子

Muzaffar B巴g，[Ushの]イ シッ ク・アガである ShartBeg， Kucharの

ハーキム AllahQUlI Beg， Mu~ammad Y亙rBeg， Sayramのハーキム，

Dδlanのハーキム Sa‘亙datBego Il互のベグたちから Rahm亙nQulI 

Beg， Farm互nQuII Beg， 'Abd Ra~Im Beg， QlrghIz‘Abd Allah Beg 

包司 Prov.219， Cのセク ション14-15。
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これらのほかにも多くのアミールたちがいた。悪嫁なスーフィーたちから

は MandT$aft， Rahmatr $afT， Udar(i) Niy亙zSaft， Nishtir(?) Niyaz 

Safおさらに無知なアホンたちから Mulla‘Awadλkhand，Mulla 

Niyazλkhand， Mulla Qutlaghλkhand， Saqalλkhand， Mulla: Barat 

Akh日nd， Mull亙 Qasrmλkhand， Mir [sic.J Nawr百z GhazanachI， 

S亙rTqYasawul， Ily亙sλkhロnd。これらの他にも無名のスーフィーたち

が数多くいた。凶

とあり，前述のアブド・ワーブらベグたちのほか， i無知なアホンJたち闘が

ブルハーン・アッディーン・ホージャの側に侍していたとして掲げられている。

これらのうち，ムッラー・クトルーグ・アーフー ンド MullaQutlagh 

λkhand，サカール・アーフーンド Saq亙lλkhand，ム ッラー・パラート・

アーフーンド MullaBar亙tλkhandについては，前述の Prov.219窮本にお

ける記述に，同様の人名を見いだすことができる。

以上より，事賓関係の経過と重要事件の内容，ブルハーン・ア ッディ ーン・

ホージャの下の有力者に関する記連などにおいて， Prov.219察本の第3部分

を構成するタズキラは，清朝史料や，立場を異にする他のトルコ系住民側史料

の絞漣と，部分的に整合性を示している。したがって，本タズキラは， i傍説」

というタイトルを冠しているとはいえ，かなりの程度，事賓開係に即した内容

を具えていると言っても過言ではない。

(4) 紋速の傾向性

このタズキラは，絞速のあり方という賠で，どのような特徴を具えているで

あろうか。

まず，中心的な針象であるブルハー ン・ア ッデイーン・ホージャに針する紋

連方法という観黙から見るならば，とくに強調されている黙として，異教徒と

の封抗ということが指摘できる。たとえば，

同 Tadhkira-i'azfzan， ff.104r-v 
白骨 Tadhkira-i 'azfzanは，イスハーキーヤに親しい立場から書かれた著作であるた
め，ブルハーン・アツデイーンやその配下の人々に釘しては否定的な絞遮がなされ

ている。
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(l)Kh亙nKhwdjamの時代，多くのまちがイスラームを聞いた。Ydrkand

の城砦，それは異数徒に仕掛けられた毘。手中に金の宮殿，脇の下には杯

が， Ydrkandにはすべてがある。

もし私たちもイスラームの遁に入るならば，よいであろう!

(2) lashkar-i Chin (チーンの軍隊)が来て， Ydrkandを包園した。ホージ

ャムは我々を保護し，力づけた。‘AbdW油が心配そうにその場にやっ

て来て，申し上げた。「ああ，ホージャム様。異教徒を殺すことは報われ

る債値のあるよい仕事です。もし我々が Chinkh亙qdn(チーンのハーカー

ン)の箪隊に猛威を示すならば，それはよいことでしょう。」

(3)Khdn Khw亙Jamに使節として来た， 500人の ghdlddyは。彼らは受け

入れられなかった， Khw亙Jamに。 Ighdlddyを私は撃とう。[そして]

Imdm Husain閣下の血をおまえ (=ghalday)から取ろう」と，嘆いた，

そして言った， Khdn Khw亙Jamは。「我が租耳usalllはどこに?Jと，

Khdn Khw亙Jamはまだら模様の馬 (gulbadam at)にまたがり，異数徒を

撃った。

(4) Khdn Khwdjamはおっしゃった，それは命よりも隼いこと。玉言を矯

されれば，それは紳への感謝よりも隼い。私の王は座っておられる，私た

ちの前に。その下僕として命を捧げるならば，よいであろう!

とあり帥，ムスリムのすぐれた指導者として清朝の軍隊，すなわち異数徒

「カーフィルjとの戦いを勇敢に遅行した人物として，イスラーム「聖者」た

るブルハーン・ア ツディーン・ホージャを稀揚する，そしてそのホージャに従

うことが無保件の至上命題であるということを主張する内容である。

また，このようなホージャ自身に封する稽賛とともに，前述のアブド・ワー

ブ・ベグや，アブドウル・カリーム・ベグ ‘Abdal-Karim Begなど，ホージ

ャに付き従った有力者たちを稽える内容が含まれている。ここでは，殉敬した

とされるアブドウル・カリーム・ベグに関する部分を掲げてみよう。

‘Abd al-Karim Beg閣下は最高の殉教者となり，

。0) (l)Prov.219， Cのセク ション7;(2)Prov.219， Cのセクション10;(3) Prov.219， 
Cのセク ション13;(4)Prov.219， Cのセクション17。
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Khan Khwajamの前で軍隊の長となり，

天空の上でその紳聖な魂は高められ，

その通り，彼は8000人の兵士にも長となり，

最後の審判の場でその頭に苦痛が生じた。

Khanのような聖人は，どこに?01) 
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このアブドウル・カリーム・ベグについては ホージャ ・ムハンマド・シャ

リーフ Khw亙JaMu~ammad Sharrfの記遮に，ブルハーン・アッディーン・

ホージャが黒山汲ホージャたちの勢力を打倒し，ヤルカント‘で政権の座に就い

た際に，クチャのハーキムに任命され，その後清軍とクチャで 9ヶ月開戦った

とされる T亙ghlTq'Abd Karim Begという人物に閲する言及があり倒，おそ

らく同一人と考えられる。清朝史料にも，クチャで清軍に釘抗した阿布都克勅

木(‘AbdKarIm)に閲する記事が見られる倒。 また， r欽定平定準鴨爾方略』に
よれば，阿布都克勅木は，ブルハー ン・アッディーン・ホージャが清箪に敗北

してカシュガルを放棄し，パダフシャン方面に逃走した後，阿動楚爾という場

所で清軍との戦闘の中， 1759年 7月30日に戦死したと言われる例。要するに，

他史料から推定されることとして，アブドウル・カリーム・ベグはブルハー

ン・アッデイーン ・ホージャに属する有力者のうちの一人であり，清軍との戦

闘の中で死亡した人物ということになる。したがって，この人物が Prov.219

の「タズキラ」において，殉数者として賞賛されていることは，事賓関係に沿

ったものであると言えるであろう。

他方，逆に，ブルハーン・アツデイーン・ホージャを迫害したムスリムに関

しては，彼らを強く非難する内容が相嘗量含まれている。

まず，パダ、フシャン人に封する執拘とも言える非難の言語字を翠げることがで

(31) Prov.219， Cのセクション15。
国 ウズベキスタン科肇アカデミー東洋撃研究所所蔵窮本， PyKOnl1Cb 10191， 

ff.40 1 r-40 1 v.嘗該篤本は， rターリーヒ ・ラシーディー Ta汀"kh-irashrddのトル
コ語誇に，その後の時代の歴史的状況に閲する叙述を誇者であるホージャームハン

マド・シャリーフが付加する，という濁特の形態をとっている。

倒佐口透前掲書，pp. 52， 54。また，中圏第一歴史棺案館編 『乾隆靭上議槍』第3

加，槍案出版示土， 1991年， pp. 249-50も参照。

凶 『欽定卒定準鴎爾方略.l，巻77，p. 5v;巻80，p. 33v-34r。
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きる。

(1) Makhdam-i A‘zam 閣下に苦痛を輿えたもの，それは Badakhshanの

民である。宗教 (drn)を異数徒に譲り渡したもの，それは Badakhshan

の民である。繁節したもの，それは Badakhshanの民である。Shimrの

呪われたる奴隷，それは Badakhshanの民である。預言者たちと聖者た

ちが憎むもの，それは Badakhshanの民である。Kh亙nKhwajamのよ

うな聖人は， どこに?

(2) [Khan Khw亙Jamは]責るためにファトワーを書いた，Badakhshanの

民を。聖法 (sha凸)で責ることは合法である，Badakhshanの民を。イス

ラーム数徒と言うなかれ， Badakhshanの民を。奴隷とすることは合法で

ある， Badakhsh亙nの民を。

(3)這を同じくするな，どんな Badakhshanの民とも。その隣に座るな，

どんな Badakhshan の民とも。 一緒に食事をするな，どんな

Badakhshanの民とも。言葉を交わすな，どんな Badakhshanの民とも。

良いことをするな，どんな Badakhshanの民にも。

とありω，パダフシャン人を強く弾劾する 感情的な憎悪を露わにした表現が

いささか過度に繰り返されている。このような叙述様式は， i青軍との戦闘にお

ける敗北後，逃亡先のパダフシャンで亡くなったブルハーン・アッデイーン ・

ホージャの死をめぐる事情と，関わりがあると考えられる。本タズキラにおい

ては，ブルハーン・アッデイーン ・ホージャの死に閲して，

(1) Khan Khw亙Jamは異教徒とおこなった， Badakhshanで戦いを。あの

Badakhshanの卒原で異教徒たちはおこなった，警戒を。榊 (Had凶 Ten-

gri ta'ala)はお命じになった，戦いを。[Khw亙Jamは]馬を戦場に放ち，

異教徒たちを掃討した。この Badakhshanの使者を威匪するならば， よ

いであろう 。

(2) Khan Khw亙Jamはなった， Badakhshanで殉数者と。この世，あの世

で彼は幸いである。「その場で殺せ」との言葉に従い，彼は異教徒を脅迫

。司 (1)Prov.219， C のセクション 25;(2)Prov.219， C のセクシヨン 26-27:(3) 

Prov.219， Cのセクシ ョン29。
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した。宗数より逃れたるものは邪悪である。不運が Khl1nKhw亙Jamを

見舞った，羊の年に殉数者となった。アシュル月の10日であった. Khl1n 

Khwl1jamは殉数者となった。御年35であった.Khl1n KhWl1jamは殉数

者となった。

とあり品目，その死を直接的にパダフシャン人に結びつけているわけではない。

しかし，その異相は必ずしも確定的なものではないにせよ，主に清朝史料に基

づく佐口透の研究によれば ほかならぬパダフシャンの君主であったスルター

ン・シャ- Sultl1n Shl1hが ブルハーン ・アツディーン ・ホージャの殺害に

直接的に閥奥していたとされるのである。ブルハーン・アッディ ーン・ホージ

ャは，カシュガル方面における清軍との戦闘に敗北した後，パダフシャン方面

に逃走し，途中で清軍の追撃を受けながらもパダフシャンに到達した。しかし

ホージャたちは，スルターン・ シャーによ って逮捕されて監禁状態に置かれ，

スルターン・シャーの部下たちの手によって非業の最期をとげたという問。す

なわち，フゃルハーン・アッデイ ーン・ホージャカf同じムスリムであるノf夕、フシ

ャンの君主の命令によって殺害されたとすれば，本タズキラがパダフシャ ン人

に釣する敵意を露わにしているのも不思議ではない。

パダフシャン人以外では ヤンギ・ヒサールのハーキムであるスルターン ・

ガルチャ Sult亙nGhalchaという人物に釣する 「異教徒 ・キリスト数徒より

悪錬」という非難を見いだせる。

Yengi I:Iisむのハーキムは Namrud.Faryoun より悪妹。その名は

Sultl1n Ghalcha. キリ ス ト数徒，異教徒より悪練。一年と宇，命をすり

減らし過ごした。この異数徒は，その時代に。Kh互nKhWl1jam の命にこ

の者は悪意ある保誼人であった，その時代。すべての異数徒より悪隷，

Sultl1nの悪意ある呪いは。いかなる異数徒も不可能であろう. Sultl1n以

上の悪練非道はooa

この人物を非難の封象とする根擦として表明された具龍的な情報について，

。日 (1)Prov.219， Cのセクション17;(2) Prov.219. Cのセクション18-190
m佐口透前掲書，pp. 70-73。
~ Prov.219， Cのセクション29-30。
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iKhan Khwajamの命に悪意ある保護人」という以外，本篤本自韓には含ま

れていない。しかし，ヤンギ・ヒサールのハーキムとされていることから判断

すれば，この人物については，ムハンマドーシャリーフの記述に登場するスル

ターン・ベグという人物と同一人と考えられ，その事績がし込くらか明らかにな

る。すなわち，ブルハーン・アッディーン・ホージャが清軍に敗北し，カシュ

ガルからパダフシャン方面に逃走した後の段階における記述として，

Yengi Hi~ar に Sultan Beg をハーキムとした。それから Kh亙q亙n-l

Chln (チーンのハーカーン)の軍隊は， Sayyid Burhan al-Dln Khw亙Jaと

Khw亙jaJah互nKhwajaたちの後ろから 2方向で騎馬により進んだ。ある

グループは Andijanの方向に進軍した。あるグループは， Badakhshan 

の方に進んだ。そのとき， Sayyid Burh亙n al-Dln Khw亙Ja は，

Badakhshan遁にある YashIlK百lという場所に到着していた。この

(チーンのハーカーンの)軍隊も，その場所に行った。雨隊列は相封し，多

くの戦闘を交えた。 YengI耳lS亙rにハーキムとなった SulロnBegは，
大壁有能な人物であった。 40人近い人を連れて， Badakhshanに入り，そ

のときの王(tura)である SultanSh出に曾った。い くらかの言葉を

Sultan Shahに明らかにし，説明した。これらの言葉を聞いて， Sult亙n

Sh互hに恐怖が生じた。そのとき，摩下の兵隊たちを率いて， Sult亙n

Begと進んで、， Sayyid Burhan al-DIn Khw亙Jaたちの行く手を遮った。

こちらからはチーンのハーカーンの軍隊が勝利して戦った。ついに，災厄

の指が彼らの襟をつかまえた。 ….Sayyid Burhan al-Dln Khwajaと

Khwaja Jahan Khw亙Jaたちはどんな方向にも行く術を失った。ついに，

彼らを捕らえ， 1173年サファル月 23日(1759.10.16)に SayyidBurhan 

al-Dln Khw亙Jaと KhwajaJ ahan Khwajaたちの若木の命をこの世の聞

から亡き者とした。

とあり倒，このスルターン・ベグが，スルターン・シャーにブルハーン・アツ

ディーン・ホージヤの逃走に閲する情報を通報し，死へと導くのに一定の役割

(39) PyKOITHCb 10191， ff.401 v-402r 
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を演じた人物とされている附。 たしかに スルターン・シャーと清軍の挟撃を

受けて行き場を失い，捕らえ られたというこの記述は，ブルハー ン・アッデ

ィーン・ホージャらがいったんはパダフシャンに進入した後，スルターン・シ

ャ ー に捕らえられ，殺害されたとする清朝側史料~lJ と 若干の魁断をきたして

いる ようにも思われる。しかし カシュガルの著者が19世紀中葉にこのような

絞述を残しているということは スルターン ・ベグがフゃルハーン・アッディ ー

ン・ホージャの死に関わっているという逸話がカシュガルにおいて人々の聞で

傍えられていたことを示唆している。Prov.219潟本において，嘗タズキラの

著者もやはりそのような事賓認識を共有しており，その認識を基礎として「ス

ルターン ・ガルチャjに封する強い非難を浴びせる絞遮を展開したのではない

だろうかο

このように，本タズキラは，ブルハーン・アツデイーン・ホージャを攻撃し，

最終的に敗走させた清朝軍という異教徒「カーフィル」だけでなく，ムスリム

でありながらブルハーン・アッデイーン ・ホージャの死に開奥したとされる

人々を強く弾劾する，という姿勢が顕著である。

もう一つ，表現上の傾向性として注目すべきことは，以上の登場人物の紋遮

様態における特徴として，特定の表現が繰り返し用いられることを通じて，特

定の宗教的な立場に基づいた債値判断の表明，行動規範の隼重を勧める内容を

含んでいるということである。とくに，このようなメッセージ性の表出におい

て，前に仮定形の従属節(-sa)をともなった ikhobmikinJ(もし~すれば)よ

いであろう)という表現の反復による濁特の文韓が致果を奉げているように思

われる臼由。 例として次に掲げると，

附 『欽定平定準時吉岡方略j巻79，17頁裏，富徳等奏に，プルハーン ・アッディ ー

ン・ホージャのパダフシャンへの逃走後に清朝側が事情を探らせるために汲遣した

「回人伯克(ムスリムのベグ)素勤坦和卓 SultanKhw亙jaJという人物が現れる

が，スルターン ・ベグを指す可能性もある。

制 ブルハーン ・アツディーン ・ホージャの死の事情については，清朝史料も含め，

佐口透前掲書， pp. 67-80.; Xo且)!(aes，opαt.， c.91-97で詳細に検討されている。
同 この表現は，他の文与作品においても用いられている。たとえば， 18-19世紀ホ

タンの詩人ガイラト作の詩には，この表現のリフレインを含む五行詩の存在が知ら

れている。李園香 『維吾爾文拳史.J.蘭州大挙出版社， 1992年， pp. 249-250を参

日E。

- 55-



529 

(l)Khw亙Jamが到る所でイスラームを矯し， Y亙rkandに向かわれるなら

ば，よいであろう!

(2)もし私たちもイスラームの遁に入るならば，よいであろう!

(3)もし KhanKhw亙Jamが異数徒を殺すならば，よいであろう!

(4)もし私たちが [KhanKhwajamの]宗汲にあるならば，よいであろ

う!

(5)もし私たちがケパーブを盟とともに Khw亙Jamに捧げるならば，よい

であろう!

(6)もし私たちが ChrnKhaqan (チーンのハーカーン)の軍隊を威座するな

らば，よいであろう!

(7)もし私たちが [KhanKhw互Jamの]仁慈・覗幅の下に座を占めるので

あれば，よいであろう!

(8)もし私たちが KhanKhwajamのような人を最後の審判で見るならば，

よいであろう!

(9)もし私たちがその [KhanKhw互Jamの]下僕として命を捧げるならば，

よいであろう!

とあり門 ここで著者は，イスラーム信仰の隼重，異敬徒の織滅，ホージャに

釘する従属，などをプラスの債値をもっ行筋として強調している。たしかに人

稽は「我々」となっている文が多いが，むしろ執筆者によるこのような主張を

讃者に針してアピールする，すなわち謹者に釘しでも同様の債値意識をもつよ

う要請する，という側面が強いと考えられる。

(5) 史料としての特徴

以上より， rハーン・ホージャムのタズキラ』の部分を濁立した著作として
とらえるとき，清朝による東トルキスタン征服という重大事件が琵生した時期

において，事態に直接関輿したムスリム側の最高指導者ブルハーン・アッデ

住草(1)Prov.219， Cのセクシヨン7;(2) Prov.219， Cのセクション7;(3)Prov.219， 
Cのセクション9;(4)Prov.219， Cのセクション9;(5)Prov.219， Cのセクシヨン
10; (6) Prov.219， C のセクシヨン 10;(7) Prov 219， C のセクション 11;(8) 
Prov.219， Cのセクショ ン11;(9)Prov.219， Cのセクシ 司ン17。
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イーン・ホージャの政権掌握，清朝との戦い，および死について，ムスリム側

から記述した現存する希少な史料のうちの一つであると評債することができる。

その歴史史料としての特徴に関しては 以下の 2貼を指摘できょう 。

第一に，嘗時の諸事件に閲して賓際の事賓開係をかなりの程度反映した叙述

を賓現していることが，他史料との照合により検誼できるということが暴げら

れる。また，寓話的要素の混入は否定できないものの，基本的に神秘的な奇跡

謹などを含んで、いない。

第二に， トルコ系ムスリムである執筆者の立場，事件・人物に釣する認識が

明確に打ち出されていることが奉げられる。確かにこの貼において，歴史絞遮

という面から言えば強いバイアスを帯びていることは間違いない。しかし，東

トルキスタンのムスリムがおそらくは清朝統治下のある時期にムスリムとして

抱いていたメンタリティ，歴史に針する認識などを窺うための貴重な材料とし

て，その史料的債値は低くないと考えられる。とくに，清朝の統治下において，

カシュガル・ホージャ家アーフアーク統のホージャを，歴史上の重要な事件の

具韓性に依擦しつつ，血統に基づく「神聖性」だけでなく，清朝に釣する「聖

戦」の遂行という賓践的行筋において殊更稽揚するという黙において， i聖者」

の奇跡、語などを主モチーフとするそれ以前のタズキラ凶とは，内容的に一線を

董していると言って間違いない。まさにこの駄において，清朝による東トルキ

スタン征服後の段階におけるカシュガル・ホージャ家の宗教的権威の性格やそ

の根擦を考える上でも，無踊できない内容を含んでいると言えるであろう 。

3 寓本全躍の性格について

全髄の基本的な構成の検討，第3部分のタズキラに閲する考察，これらを踏

まえた上で，本窮本全瞳が果たして一韓何なのか，その史料としての性格につ

いて，憶測を交えながらいくらか推定を試みたい。

凶たとえば Tadhkira-iSa汐 idAj同 Khwajam，Lunds Universitetsbiblioteket， 

Handskriftsavt， Prov.22; Tadhkira-i Khwaja M叫ammadShaべ(， Bibliotheque de 

l'Institute de France， Mss.3355-3; Tadhkirat al-irshad， Bibliotheque Nationale 

de France， Suppl. turc， 1006 など。
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本窮本の性格を考える上で第一に直面する重大な問題は，内容的に大きく 3

つ (A，B， C)に分かれる部分と全穏との関係である。換言すれば，この性

格 ・形態を異にする 3部分がたまたま同一紙面上に記されたのか，それとも何

らかの意園でもってこれら 3部分を配置して一つの窮本としたのか，というこ

とである。まず，形態的な側面から見ると，本篤本は物理的には10枚の紙を張

り合わせて作られているが，紙の接着部と内容面における直分はまったく 一致

しない。文字等はまったく切れ目なく紙の表面を覆っており，紙を張り合わせ

た後に書かれたものであることは明らかである。

第l部分{A)と第2部分(B)については，少なくとも外見的には一績きに記され

ている。すなわち，雨部分の境目においてま ったく切れ目なく文字が綴られて

いる。もちろん別々の内容のものをたまたまー績きのものとして窮してしま っ

たという可能性も否定しきれないが，別の種類のものがま ったくー績きに記さ

れている以上，何らかの意園の下に二つのパーツを連績的に記した，と考えた

方が合理的であろう。

他方，第 2部分(B)と第 3部分{C)については，文字としては繋がっていないた

め，その貼からのみ言うと，第 3部分(C)が恋意的に第 2部分(B)の後ろに接着さ

せられたという可能性もある。ただ，爾者の内容を吟味してみると，第2部分

(B)に描入された殉敬者アブドウル・カリーム・ベグに閲する韻文 (nazm)附と

タズキラの一節には高い類似性を示す部分がある。すなわち，内容面で第2部

分(B)と第3部分(C)は明確な関連性がある。このことから，第 2部分(B)が記され

た嘗初から何らかの意固性をも って第3部分(C)をその後に配置したと性念に断

定してしまうことはできないが，その蓋然性は高いと思われる。さらに，いま

だ印象の段階にしか過ぎないが，筆跡から見ると，第 l・第2・第3部分を通

して，同一人物の手になるものであると想像される。したがって，本窮本は全

裡として一績きのものとして作成された可能性が高いと言える。

たしかに，本寓本が全躍としてー績きのものとして，同一人の手によ って筆

窮されたものであったとしても，必ずしもこれが3つのパーツからなる一躍化

された「著作Jないしは「ドキュメント jとして存在したということを完全に

~~ Prov.219， B(l)の圃24-29。
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誼様だてるものではない。しかし， 3つの主要部分がそれぞれの位置に程系的

に配置されることを通じて，ある特定の目的に沿って作成されたものである，

という可能性を考えでもあながち的外れとは言えないであろう。

このような仮定の上に立っとき 本寓本は全髄としてどのような性格を示し

ているであろうかQ

まず，先頭に配置されている以上， (A)fファトワー」部分に重要占が置かれて

いることは間違いない。その内容は，一言で表現するならば， Iムハンマドの

子孫を無保件に愈重し，服従せよ」ということである。これらが現賓に東トル

キスタンの特定の地域で護せられた「ファトワーjであるとするならば，具髄

的にはどのような紋況が想定され得るであろうか。短絡的な仮定であるとはい

え，これが渡せられたまさにそのときに ムハンマドの子孫と稽せられる生身

の人間，すなわちカシュガル・ホージャ家の人物がそこに現存し，その人物

(たち)に釘する象重と服従を要求する必要性があった，という賓際的なシチ

ユエイションが考えられるのではなかろうかο

第2部分の(B)rハーン・ホージャムの系譜の書』は，前遮のようにムハンマ
ドに始まり，マフドゥーミ・アーザムを経て， 19世紀の東トルキスタン史上に

賓在し，活動した記録が残っているカシュガル・ホージャ家のメンバーたちを

後尾に掲載している。この内容が「ファトワー」の内容とリンクするものだと

して，なおかつ「ファトワーJが現存するムハンマドの子孫に釘する服従を要

請するものだとするならば，そのムハンマドの子孫というのは，この『系譜の

書』上のおそらくは時代的に最も新しく最後尾に示されているカシユガル・

ホージャ家のメンバーを指している可能性がある。換言すれば， Iファトワー」

において隼重の封象として指定された現存する「ムハンマドの子孫」と稽され

ている人物，すなわちカシユガル・ホージャ家の人物が，たしかにムハンマド

の子孫であり，マフドゥーミ・アーザムの子孫であるということを，この第2

部分(B)は明示してみせる役割を捻っていると考えられる。そしてこの系譜にお

いて最後尾に記されているホージャは，ブズルグ・ハーン・トゥラ Buzurg

Khan Tura，チョン・ハーン・トゥラム ChongKhan Turam，キチク・ハー

ン・トゥラ KichrkKhan Tura，ムハンマド・イーミーン・ハーン・トゥラ
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Muhammad ImTn Khan Toraなどのホージャであり，彼らは歴史上いわゆる

「ハフト・ホージャガーンJ(7人のホージャたち)と呼ばれている人々である

と考えられる師団。

最後に配置された第3部分(C)rハーン・ホージャムのタズキラjは，少なく
とも(B)rハーン・ホージャムの系譜の書Jの最後尾に記されたホージャたちが
歴史舞蓋に登場してきた時期(すなわち19世紀)よりもはるか以前の18世紀なか

ばに活動したホージャに関するものである。同部分の性格として，元来本篤本

とはまったく別個に濁立した著作として存在したものが本篤本編集段階でその

まま流用された，あるいは一部嬰改されて組み込まれた，また，残されていた

断片的な傍承などを参照しつつ本海本のために濁自に書き下ろされたものが組

み込まれた，といった様々な可能性が考えられる。しかし，同部分が本寓本成

立以前の段階ですでに濁立した自己完結的な著作として存在した場合であって

も，本察本が全程としてある特定の目的から作成されたものであるとするなら

ば，少なくともこのタズキラにおける内容の傾向性，重要占的に提示されている

メッセージ性は，本篤本の全龍的な構成の中で固有の役割を奥えられており，

寓本全韓が作成された意固に沿うものであると想像される。

ここで，嘗タズキラが，第2章で検討したように，内容面においてブルハー

ン・ア ツディ ーン・ホージャという特定のカシュガル ・ホージャ家の人物を，

イスラーム聖者として異数徒と戦ったことをもって稽讃する，また，このよう

に偉大な聖者に付き従い，とくにそのために殉敬したベグらムスリム住民を讃

える，さらに，ホージャに敵針したムスリムを非難する，という特徴を具えて

いることに注目しなければならないわこのような絞速の傾向性は，少なくとも

過去の歴史上に賓在したカシユガル・ホージャ家の「聖者」が「聖戦」を遂行

する際にその活動に殉じたムスリムを，歴史事賓に即する形で稀揚していると

いう黙において，現存する特定のホージャの隼重とそれへの服従を要求する主

張を提示していると思われる第 1部分の「ファトワーJおよび第 2部分の

『ハーン・ホージャムの系譜の書』を，補完するものであると言えよう。この

~6) このホージャたちの活動については，加藤直人 rr七人のホージャたちjの聖戦J
『史拳雑誌J86編 1競，1977年， pp. 60-72，を参照。
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ように考えると，本寓本が3部分の結合曜として，すぐれて盟系的な構成をと

っていることがわかるであろう 。

他方， IファトワーJの内容が「ジハードJ(聖戦)を要求するものではない，

ということにも注意を梯う必要がある。たしかに，第3部分が第 1・2部分と

の関連性においてセッティングされているとするならば，ブルハーン・ア ッデ

ィーン・ホージャという以前の重大な歴史的な事件における「聖者」の事績が，

現存するホージャをめぐる察本作成時黙における類似の状況に投影される形で，

アナロジ yクに配置されている可能性がある。すなわち，第3部分『ハーン・

ホージャムのタズキラ』の内容からは， r異教徒」もしくはホージャに封立す
るムスリムに釘する釘抗ということが目前の課題として設定されるような状況

が想像される。しかしながら，本寓本は直接的に「聖戦」のために作成された

ものであるとは言い難いのである。

以上の黙より，本寓本の作成に明確な賓際上の目的が存在したとして，作成

された事情がどのようなものであったかを推測するならば，ホージャが現存す

る係件下で， I聖戦」もしくは敵釘者との戦いというものを将来的には覗野に

置きつつも，昔時貼におけるホージャに針する服従を確かなものとする，ある

いは，より多数のムスリムをホージャへの追従者として確保する，といった意

闘の下に，そのホージャの支持者たちによって作成された，と推量するのが安

嘗であろうと思われる。タズキラ部分における，過去の歴史上のホージャに忠

賓なベグたちへの賞賛，敵封したムスリムへの強い非難は，このような意園と

釘摩するものではなかろうか。ちなみに，押された印章が30価にも及ぶ以上，

それらがすべて俄造物を使用したものである，ということでない限り，本寓本

は数十名の人々の確認を受けていたことになる。このことは，本篤本にまつわ

る政治的な活動に，一圏の人々が開興していたことを示唆している。

それでは，そのような事情が生じたことを，具龍的には歴史上どのような時

貼に想定することができるだろうか。ジャハーンギール・ホージャの侵入と清

朝による鎮墜という事件以後，また，印章にあるヒジユラ暦1258年 (西暦1842

/43年)以後にカシユガル・ホージャ家のメンバーが東トルキスタン地域に姿

を現し，何らかの政治的な活動を展開しようとした局面ということになるなら
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ば， 一つは， 1847年の「七人のホージャたちJの詰しがある。コーカ ンドーハー

ン園領からカ シュガル方面に進入したこれらのカシユガル ・ホージャ家のホー

ジャたちは，本窮本第2部分の 『ハーン ・ホージャムの系譜の書Jの末尾に記

されてし=るフゃズルグ ーハーン.ムハ ンマド・イーミ ーン・ハーン，キチク・

ハーンらのホージャらを含んでいる。もう一つの可能性としては， 1864年に勃

聾したムスリム反乱の中で，これらのホージャたちがまた進入するという状況

が生じた開。とりあえず現在のところは，これら 2つの状況を推測できる時黙

として指摘しておこう。

もちろん，窮本全龍の性格に閲するこのような議論は，現段階ではあくまで

憶測を重ねた結果得られた一つの俵説の提示にしか過ぎなし、 しかし，本窮本

が全韓として，執筆嘗時現存したカシュガル ・ホージャ家アーフアーク統に属

する特定のホージャの活動に直接関興した人々の手により，歴史上の具龍的な

場面において，何らかの政治的な意圃のもとに，賓際に使用されるために作成

され，そして賓際に使用された，という可能性を考えてみることにまったく意

味がないとは言えないであろう。

おわりに

19世紀に成立したと考えられる本鶏本は，大きくは，ムハンマドの子孫の隼

重を求める「ファトワーJ，カシュガル ・ホージャ家のホージャたちへと繋が

る 『ハーン ・ホージャムの系譜の書.l，そして『ハーン・ホージャムのタズキ

ラ.l， という 3部分から構成されている。第3部分は，18世紀なかば，中国の

一部という東トルキスタンの地域的枠組みが成立した決定的な歴史的穂換貼の

時期における首地域の紋況について トルコ系ムスリム住民の手によ って描寓

された希少な史料として，濁自の債値をもっている。また，寓本全瞳としては，

これら 3部分の憧系的な結合龍として， 19世紀のカシュガル・ホージャ家アー

フアーク統による特定の政治的活動に関わるドキュメントであると考えても矛

盾はないと考えられる。このように，本寓本は，第3部分の『ハーン・ホージ

刷新完康「ヤークープ ・ベグ政権の性格に閲する一考察Jr史拳雑誌J96編4競，
1987年，pp， 3-6，を参照。

- 62-



522 

ヤムのタズキラ』および全髄という 2つの面から， 18・19世紀におけるカ シュ

ガル・ホージャ家の活動の特徴的な断面を直接的に反映するものであろう。

他方，覗貼を饗えて本寓本を眺めてみるならば，嘗時の東トルキス タンにお

けるムスリム住民の精神世界 ・イスラーム信仰健系のありかたが形象化された

内賓をもっと考えられる。その具髄的な様相に閲する本格的な検討は，別の機

舎に譲りたい。
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of exceptions to the general principle of the need forａ shaykh. Yu Hao-zhou余浩

洲placed the attainment of knowledge as the 趾St of tJie。laqamat, stations of

spiritualtraining,in his arrangement of the various virtues of the Mirsad and Aむ一

ｑ§;ad.In expounding its importance, Ma Zhu 馬注also ｅχplicatedthe process of

spiritualpurificationbased on the Ｍ岬ぷd, but took the attainment of knowledge as

the standard method of spiritualpurificationon the basis of some unspecified scrip-

ture. These attitudes that emphasized knowledge were contrary to view express-

ed in the Miｒｓａｄ，butthey agreed with requirement of the attainment of know-

ledge advocated by the A-hong 阿匍, who were the teachers closest to the au-

thors and readers of Islamic literaturein Chinese, and who solely taught inter-

pretative reading of Arabic and Persian tｅχtswithout instructing their students in

spiritualtraining. It may be claimed that ｍ Yu's device of creating one's own

maqamat suitable to an individual's own environment was ａ sort of sinification.

Although Wang, Ma, Yu, and later Liu Zhi 劉智, failedto address the rule of the

Mirsad that had set the ｓilｓila,　ｓpiritualchain stretching back to Muhammad, as a

precondition for a being shaykh, but, in this may be seen as their intention of

opening the qualificationof shaykh to the A-hong, who lacked the silsila.

EVIDENCE OF THE ACTIVITIES OF THE AFAQIYA IN

EASTERN ＴＵＲＫＥＳＴＡＮ：ON MANUSCRIPT PROV. ２１９

　　　　

０ＦTHE GUNNAR JARRING COLLECTION,

　　　　　

LUND UNIVERSITY LIBRARY, SWEDEN

Shinmen Yasushiand SUGAWARA Jun

　　

In the history of Eastern Turkestan of the seventeenth through nineteenth

centuries, the family known as the ＫａｓhghaｒＫｋｗｄａconsistentlyplayed an impor-

tant role in the politicalactivitiesof Turkic Muslims. It would be difficultto claim

that a sufficientnumber of historicalmaterials exist to recount their circumstances

in detail.In this study, we have focused 皿a scroll that has been registered with

the designation Prov. 219 in what is known as the Jarring Collection of the Lund

University Library in Sweden.

　　

This manuscript consists of three parts: (A) a fatwa, a religious order;（Ｂ）ａ

肖功四回，ａ lineage, ０ｆKhan Khwajam; and (C) the tadhんira,legend, of Khan

Khwajam. The firstpart, the fatwa, persistently advocates unconditional obedience

to the descendants of the saint by citinga bogus Ｈａｄttk。

　　　　　　　　　　　　　　　　

一邱－



　　

The second part of the scroll,section Ｂ，is basicallyａlineage of the 淘陶砂α

branch of Kashghar Khwaja family that includes the names of both a large number

of legendary saints and historicalmembers of the Afaqiya Khwajas up to the 19th

century｡

　　

The third part of the scroll,section Ｃ，mainly describes activitiesof Burhan

al-Din Khwaja, who resisted the Qing dynasty's conquest of Eastern Turkistan in

the middle of the 18th century. It is uniquely valuable as ａrare material of Turkic

Muslim on important incident at that time｡

　　

It is possible to say that a group who supported ａ Khwaja leader, who was

aliveat the time ofits compilation, compiled this entire manuscript in the 19th cen-

tury for politicalpurposes. In short, this manuscript directlyreflects characteristic

aspects of politicalactivitiesof the Afaqlya branch of the Kashghar Khwaja family

in the 18th and 19th centuries.
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